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まず, 第 1 章において, ガスクロマ トグラフィーにおける過渡現象の理論ならびに測定法を検討し, 級
着固定層を固定床流通系の触媒相と見なす観点から, この過渡現象の測定法を触媒表面過程の研究に応
用するについて在来の研究をも総括検討し, とくにパルス入力を用いる方法の欠点を明かとしている｡ そ




過を綜合して定量的に追跡する ｢吸着 ･脱離サイクル法｣ と名づける方法を見出したものであることを述
べている｡ さらにこの方法が, 可逆吸着のみならず不可逆吸着および反応をふ くむ系にも, また非平衡吸
着系に対しても, その過渡現象について定量的に解析可能な測定結果を与え, したがって触媒反応過程の
研究に応用する場合の在来法の難点を解決するものであることを明かにしている｡
ついで, 第 2章では, この方法の理論的基礎について考察し, まず, 平衡吸着系の過渡現象を理論的に




さらに, 第3章では, 固定層吸着の破過および溶出曲線の測定について述べたのち, シリカゲループロ
ピレン系における充填層長, 線速度, 温度, 濃度および粒径の影響を検討し, 非線型非平衡可逆吸着系の
















れ, 前者が不可逆, 後者が可逆吸着であることが明らかにされた｡ また, 二酸化炭素は, 還元銀について
は吸着を認めないが, 酸素前処理を行った吸着酸素のある銀表面に対しては, 可逆および不可逆の二段の
吸着を示し, 後者の不可逆吸着は表面酸素 1原子に対し二酸化炭素 1分子の量論関係にあることが示 さ
れた｡ 水の場合も酸素の存在で不可逆吸着し, その表面吸着酸素との量論的対応は同様に1対 1 であるこ
とが示され, このように吸着座において化学量論的関係を有する吸着を共吸着 (coadsorption)と定義し
ている｡
ついで第 7 章では, 吸着酸素の存在する銀表面上でのプロピレンの過渡的酸化挙動を吸着一脱離サイク












たもので, まず, エポキシドはいずれも環元銀表面上で脱酸素され対応するオレフィンを発生し, オレフ
ィン酸化におけるエポキシド生成の表面反応が可逆的であることが実証され, また, エポキシドが表面吸





















を綜合して定量的に追跡する方法を完成し, これを ｢吸着 ･脱離サイクル法｣ と名づけたのである｡
さらに, この方法は, 可逆吸着のみならず, 不可逆吸着および反応をふ くむ系にも, また非線型非平衡
吸着系に対しても過渡現象について定量的に解析可能な測定結果を与えることを理論と実験の両面から明












これ要するに, 本論文はガスクロマ トグラフィー における過渡現象の理論ならびに測定法をよく検討し
て, 吸着 ･脱離サイクル法という極めて有用な方法を開拓し, さらにこれをとくに固定床流通系における
オレフィン酸化に関する銀触媒表面上の吸着ならびに反応の過渡現象の研究に応用して, 触媒反応機構上
に重要な数多くの新知見を得たものであって, 学術上, 工業上寄与するところが少くない｡
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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